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JENESYS2021 日 ASEAN東ティモール・オンライン芸術交流 

（第 14回アジア国際子ども映画祭） の記録 

 

１. 概要 

【目的】ASEAN 諸国及び東ティモールの高校生が、過去のアジア国際子ども映画祭作品の鑑賞や、

自身で制作した学校紹介動画を通じた同世代の青少年との交流等を通じて、映画制作や日本に対す

る関心・理解をさらに深めることを主目的に実施しました。 

 

【参加者】 ASEAN諸国及び東ティモールの高校生 計 101名 

 

【訪問地】 東京都・兵庫県・長野県・北海道 

 

【日程】    

日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

2022年 

2月 1日

～ 

 

【動画制作】 各国参加者は、5名のグループに分かれ、「各

国・学校の紹介」をテーマに動画を制作しま

した。それぞれ 3～5 分程度の映像に、自国

の文化や学校の魅力について工夫してまと

めました。 

2022年 

3月 1日

～ 

 

【動画視聴】 

1. 外務省挨拶 

2. 日本文化理解（京都） 

3. ホームビジット体験 

プログラムへの理解を深めるため、参加者は

日本やプログラムに関する動画を視聴して

から参加しました。 

2022年 

3月 8日 

東京都 

 

【メインプログラム】 

1. オリエンテーション 

2. ビデオメッセージ 

アジア国際子ども映画祭名誉会長 

杉 良太郎氏 

3. 挨拶 

南あわじ市 市長 守本 憲弘氏  

4. 過去受賞作品の紹介 

5. 参加者交流 

過去作品の鑑賞後には、「日本の作品は登場

人物に感情移入しやすい作品ばかりだった」

「国ごとの作品で違った手法、異なるアプロ

ーチになっているのが興味深い」等の意見が

ありました。参加者同士での交流では映像制

作の難しさをはじめとした共通の話題から、

お互いの国の観光スポットやおすすめの料

理等、幅広いトピックでの交流が行われまし

た。 

2022年 

3月 9日 

兵庫県南

【地方自治体表敬訪問】 

1. 地方自治体訪問 

「南あわじ市について知ろう」 

映画祭の実施地域である南あわじ市の魅力

についての紹介や、市の職員との交流を通

じ、南あわじ市の知識を身に着けるととも
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あわじ市 

 

講師：南あわじ市商工観光課 班長 

土井 正典氏 

2. 質疑応答、交流 

3. 記念撮影 

に、同市への親近感を育みました。市の紹介

では、たまねぎをはじめとした特産品や、サ

イクリングや瓦割などのアクティビティの

紹介もあり、参加者からは「参加者のみんな

で日本にいつか行きたい」など、チャットボ

ックスでの交流も活発に行われました。質疑

応答では新型コロナウイルス感染症が市全

体にどのように影響を及ぼしているか等の

質問もありました。 

2022年 

3月 11日 

東京都 

 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 講義 

「映画作りのヒント－映画の基本

的な特性について知る」 

講師：東京藝術大学大学院  

教授 諏訪 敦彦 氏 

2. 質疑応答 

東京藝術大学大学院教授の諏訪先生をお招

きし、映像作品制作についての講義を受講

し、参加者はより良い映像づくりのヒントを

得ました。講義中にメモを取りながら熱心に

受講する生徒も多く見受けられました。質疑

応答のシーンでは、「観客を引き込めるよう

な映画とはどのように作るのか」「映像作品

の制作に係り、俳優はとても重要な役割をも

つが、俳優はどのような要素を持っているこ

とが大事なのか」等の質問が多く寄せられま

した。講師からは映像作品制作の技術的な部

分のみならず、チームワークやリスペクトの

重要さを参加生徒に伝える場面もありまし

た。 

2022年 

3月 15日 

兵庫県南

あわじ市 

【日本文化体験】 

1. 淡路人形浄瑠璃鑑賞 

淡路人形座 

講師：淡路人形座 人形遣い 吉田 

史興氏 

2. 質疑応答 

 

淡路人形浄瑠璃の歴史・伝承への取り組みを

学ぶとともに、人形浄瑠璃を鑑賞し、日本文

化の魅力を体験しました。淡路人形浄瑠璃

「戎舞」の鑑賞中は、人形が表情豊かに舞台

の上を動き回り、お酒を飲むシーンや魚を釣

っているシーンへの驚嘆の声を参加者同士

がチャットボックスで共有しあい、盛り上が

りを見せていました。質疑応答では人形遣い

になるための年数についての質問や、人形遣

いになる為の研修を受けてみたいなどの声

もありました。 

2022年 

3月 10、

16、17、

18日 

【学校交流】 

- 北海道北見北斗高等学校 

- 兵庫県立淡路三原高等学校 

- 北見藤高等学校（北海道） 

同世代の日本人高校生と、映像作品の発表や

プレゼンテーション、ディスカッションを行

い、自国とのつながりや違いを知り、交流を

通じて双方が友好関係を育みました。交流の
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長野県上

田市、北海

道北見市、

兵庫県南

あわじ市、

北海道札

幌市 

 

- 長野県上田高等学校 

- 北海道留辺蘂高等学校 

- 北星学園大学附属高等学校（北海 

道） 

1. 海外参加者の映像作品放映 

2. 日本側参加者の発表、映像作品放

映 

3. 参加者より感想の共有 

4. グループ交流 

5. 記念撮影 

場面では海外と日本の高校生の間で趣味や

お互いの国の食べ物・観光地、アニメ・漫画

から茶道や経済まで幅広い話題が出ました。

また、お互いの国の制服についての質問もあ

りました。 

 

２. 記録写真 

 
 

2022年 3月 8日【メインプログラム】オリエン

テーションで映画祭についての説明を受ける様

子 

2022年 3月 9日【地方自治体表敬訪問】市職員

による瓦割の実演 

 
 

2022年 3月 9日【地方自治体表敬訪問】職員と

の質疑応答の様子 

2022 年 3 月 10 日【学校交流】北海道北見北斗

高等学校 

インドネシアと日本の高校生の交流の様子 
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2022 年 3 月 11 日【ウェビナー・質疑応答】講

師へ質問をする参加者 

2022 年 3 月 11 日【ウェビナー・質疑応答】講

師と参加者との集合写真 

 
 

2022 年 3 月 15 日【日本文化体験】人形浄瑠璃

「戎舞」を実演する様子 

2022 年 3 月 15 日【日本文化体験】人形遣いの

難しさについて質問する参加者 

  

2022 年 3 月 16 日【学校交流】兵庫県立淡路三

原高等学校 日本の高校生に質問するタイの高

校生 

2022 年 3 月 17 日【学校交流】北見藤高等学校

集合写真の撮影に参加する日本とフィリピンの

高校生 
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2022 年 3 月 18 日【学校交流】長野県上田高等

学校 各国が作成した動画を鑑賞する参加者 

2022 年 3 月 18 日【学校交流】北海道留辺蘂高

等学校 交流中に記念撮影を行う日本とラオス

の高校生 

 

３. 参加者の感想（抜粋） 

 インドネシア 参加高校生 

このプログラムに参加できたことをとても誇りに思います。このプログラムはとても素晴らしく、

私はとても感謝しています。来年にはパンデミックが収まり、直接的な学生交流が行われることを

願います。 

 

 カンボジア 参加高校生 

オンライン・システムを通じて JENESYS プログラムに初めて参加しましたが、多くの国々と経験

を得ることができて嬉しく思います。プログラムは、日本の文化だけでなく、他の国の文化も紹介

してくれました。私の人生にとって素晴らしい知識の取得と貴重な経験となりました。 

 

 シンガポール 参加高校生 

とても面白かったです。通訳があって良かったです。生徒との交流は楽しく、学ぶことができまし

た。 

 

 タイ 参加高校生 

大変楽しかったです。新型コロナウイルス感染症の影響で日本に行くことが出来なかったのが残念

でした。 

 

 フィリピン 参加高校生 

プログラムに参加する前と後で日本に対する印象が違ったことがとても心に残りました。プログラ

ムのおかげで日本についての考え方や知識をより多く得ることができ、出来るだけ早く日本に行き

たいという気持ちになってきました。 

 

 ブルネイ  参加高校生 

若者や子どもたちが日本の文化を学ぶことのできる大変良いプラットフォームなので、将来の世代のた

めに今後もこのプログラムを続けて欲しいです。 

 

 ベトナム 参加高校生 

本プログラムは大変有益で、日本文化について理解を深める良い機会でした。ただ、私も含めてす

べての参加者はオンラインだけでなく、実際に日本を訪問し、文化体験や日本の学生と対面して交

流したかったと思います。オンライン交流だとどうしても関心が薄くなってしまいがちです。ただ、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大がまだ続いている中では、オンラインプログラムを実施する

ことには賛同します。 
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 マレーシア 参加高校生 

日本について楽しく学べるプログラムでした。参加して良かったです。素晴らし過ぎて改善の余地

がありません。 

 

 ミャンマー 参加高校生 

このプログラムに参加できて、大変うれしく思います。他の国の友達とお互いに親しく交流できた

ことが良かったです。今の時世でコロナ禍により外出できませんが、友達とオンラインで連絡・交

流できる機会を頂いて感謝しています。 

 

 ラオス 参加高校生 

このプログラムに参加できてうれしく、感動しました。この新型コロナウイルス感染症がなければ、

もっと簡単に交流できたと思い、残念です。また、日本の学生との交流時間をもっと長くしてほし

かったです。 

 

 東ティモール 参加高校生 

このプログラムに参加でき、世界中の人たちとオンラインで交流する機会をいただいたことに、と

ても感謝しています。交流の時間が少なかったので、考えを共有したり、より密接な交流をするた

めに、このオンラインプログラムではもっと「ブレイクアウト・ルーム」を作ったりした方が良いと

思います。 

 

４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 交流校学生 

（各参加者が制作した）動画を見たことで、どんな生活を送っているのか、どんな風な言語なのか

が実際に見られたので良かったです。 

 

 交流校学生 

通訳さんがいてくれたのでコミュニケーションがとりやすくて楽しかったです。グループに別れた

後、段々と仲良くなれた感じがして嬉しかったです。 

 

 交流校学生 

短い時間でしたが、お互いに学校の事について質問し合ったりして色々なことが学べました。最後

にいじめに関する話をしていたのですが、時間になってしまい、途中で終わってしまったのが悔し

かったです。もっと沢山お話ししたかったです。今回、とても有意義な時間を過ごせました。参加し

て本当に良かったと思っています。ありがとうございました。 

 

 交流校学生 

チャット欄を使って色々な国の人と会話が出来て楽しかったです。動画作りを手伝うことが出来て
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とても楽しかったです。日本以外の国の人は自分の国についてよく知っているなと思いました。 

 視察先担当者 

非常にいい経験が出来ました。これからの新たな可能性を感じた貴重な時間でした。 

 

 視察先担当者 

新型コロナウイルス感染症の影響で、海外の方々も足が遠のき、鑑賞いただく機会が減っている中、

良い機会に恵まれたことに感謝いたします。 

 

５. 参加者の対外発信 

 

 

2022年 3月 9日（Instagram）マレーシア 

JENESYS2021 日 ASEAN 東ティモール芸術交

流  ～第 14回アジア国際子ども映画祭～  

2022年 3月 9日：2日目 

この日は、南あわじ市と淡路島について多くの

情報を得、学びました。特に印象深かったのは

鳴門の渦潮です。（そうです、「なると」の語源に

なった渦潮です。） 

鳴門の渦潮についていくつかご紹介します。 

2022年 3月 16日（Facebook）カンボジア 

淡路島は、兵庫県にある島です。島には、地元の

劇場である人形浄瑠璃や神社など、多くの観光

名所があります。南あわじ市は、レクリエーシ

ョンや農業、畜産などの分野で繁栄している島

の一部です。世界最大のタマネギ生産地域であ

り、この地域の食糧供給は人口の 100％を超え

ています。南あわじ市は日本で人気のある観光

地で、白い砂浜と 5,000 本の黒い松の木があり
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・潮の流れによって発生する。 

・大きいと直径 30メートルにも及び、世界で最

も大きな渦潮の一つとなる。 

・観光クルーズ船で鳴門海峡を観光し渦潮を見

ることが出来る。 

2枚目の画像は、コアラマスコットの「みどり」

で、飼育されているコアラとしては世界最高齢

のコアラです。（ギネス長寿記録）「みどり」は現

在、淡路ファームパーク（イングランドの丘）で

飼育されているそうです。 

ます。また、沼島は、謎と伝説に満ちた日本初の

島です。この有名な街には最も高い諭鶴羽山が

あり、冬にはこの山は丘陵地帯全体に咲く約

500万本の花で覆われています。 

 

 

 

2022年 3月 19日（Facebook）フィリピン 

今日は 5 日目、最終日です。北見藤高校の生徒

と交流しました。フィリピン側は作成した動画

を見せました。彼らは発表をしてくれました。

日本の様々な場所、食べ物、学校生活、その他も

ろもろの事についてです。放課後にやっている

ことや新型コロナウイルス感染症にどうやって

対応しているかなどについても意見交換をしま

した。参加者の皆さんと共に過ごせた 5 日間の

プログラムは素晴らしく、思い出に残る経験で

した。フィリピンを代表して参加できてとても

良かったと感じています。多くの出会いがあり

日本について新しい事を色々と知ることができ

ました。プログラムが終わるのは寂しいですが

時間と労力を割く甲斐のあるものだったと考え

ます。楽しい思い出が出来たことに感謝します。 

2022年 3月 21日（Instagram）インドネシア 

こんばんは！ 

初めに、この写真は私のものではありません。

インターネット上で見つけ、とても素晴らしい

と思ったので使用しています。このプログラム

を通して今まで知らなかった日本の知識を学ぶ

ことができ、さらに日本には北海道という場所

があることを知りました。プログラムで知り合っ

た友達と色々話をし、北海道に行きたいと思うよ

うになりました。この写真は北海道で行われた

札幌雪祭りで撮られたものと分かり、今すぐに

でも北海道に行きたくなりました。私はまだ遠

くへ旅行できるような年齢ではなく、北海道に

行って、雪まつりを楽しむにはもう少し待たな

いといけないことをとても残念に思います。今

回、このように私の知らなかった世界への知識

を深める機会をくれた JICE にはとても感謝し

ています。 
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2022年３月 16日（Facebook）タイ 

このプロジェクトに参加できて嬉しかったで

す。今回のプロジェクトで他国から参加した友

人達と出会いました。皆とてもフレンドリーで

した。このプロジェクトは私にとって新しい経

験となり、日本や他の参加国について学ぶこと

が出来ました。ツアーで鑑賞した人形浄瑠璃が

大好きです。とても繊細で美しく、おとぎ話の

ようでした。 

 

2022年 3月 14日（Instagram）ブルネイ 

プログラム 4 日目は淡路市で淡路人形座の人形

浄瑠璃があり歴史や代々受け継がれてきた取り

組みについて学びました。浄瑠璃を見るだけで

日本文化の魅力を感じることができました。と

てもおかしくて面白かったです！ 人形座の人

が説明していた時にほかの人が後ろでこっそり

人形を歩かせていました。ハハハ！ その後舞台

裏を見学させてもらってから質問をしました。 

私は人形浄瑠璃がどのくらい長く続いているの

か聞いてみました。答えはなんと「500年」私は

それにショックを受けたということだけ述べて

おきます。 
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2022年 3月 19日（Facebook）ミャンマー 

私 は JENESYS の  “Asian International 

Children’s Film Festival” に参加できたことを光

栄に思っています。Day1から Day3まで、日本

の色々なことと映画製作を学ぶようになってす

ごく楽しみました。教えてくれた先生も JICEの

スタッフも本当にありがとうございます。そし

て外国人の友達と知り合う事になって本気で嬉

しくて感謝しました。今後の日も楽しみにして

います。よろしくお願いします。 

2022年 3月 17日（Facebook）ラオス 

交流プログラムの 4 日目には、人形劇の専門家

が、人形劇をやる感想や人形の操り方や人形に

関する細かいところまで伝授してくださいまし

た。人形劇の上演を見て、人形の操り方はかな

り難しいもので、何年も練習しないとできない

ことが分かりました。人形によっては、3人で操

らないといけないので、高いチームワークが要

求され、もっと長い練習期間が必要だともわか

りました。皆さんの完璧な上演をみて大変感動

しました。その他に、舞台裏の案内もしてくれ

て本当に良かったです。 
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６. 参加者のアクション・プラン（抜粋） 

インドネシア 

 

「ショートビデオで日本文化の紹介」 

 

 実施理由：このプログラムで学んだことを友

達に伝えるため。 

 実施時期：プログラム終了後 1カ月以内 

 ターゲット：学校の友達や SNS上の友達 

 実施内容：友達と協力して、インドネシアの

日本文化についてショートビデオを作成し、

SNSに投稿します。  

 実施方法：日本文化がある近隣の場所（日本

食レストランなど）を訪問します。撮影し、撮

影した映像を編集する。完成後、JENESYS の

タグを付けて SNSで共有します。 

カンボジア 

 

「淡路島と淡路劇場のプロモーション」 

 

 実施理由：プログラムから学んだ知識を、プ

ログラムに参加できなかった学生と共有しま

す。日本について、特に淡路島や淡路人形浄瑠

璃劇場について、カンボジアの学生に知っても

らい、理解を深め、地域外の学習を通じて新し

い体験をしてもらいたいと思います。 

 実施時期： 

・2022 年 4 月 2 日：フン・セン ピームチカ

ン高校にてプレゼンテーション 

・2022 年 4 月 3 日：Google Meet オンライン
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にてプレゼンテーション 

 実施する者：自分自身が活動し、学校の教師

の参加も予定しています（学校でのワークショ

ップ）。 

 ターゲット：学校の 10年生と 11年生に向け

て実施し、一般学生向けにオンラインで実施し

ます。 

 実施計画：活動の内容は、淡路島の地理的位

置、景観、季節、観光名所、貿易、人々の伝統

生活などプログラムで学んだ淡路島のことを

紹介します。淡路人形浄瑠璃の歴史を紹介し、

公演の映像を上映します。 

 実施方法：許可を得た上でフン・セン ピー

ムチカン高校にて先生と2つのレベルの生徒に

対してライブワークショップを実施します。 

一般学生がワークショップに参加できる様に

GoogleMeet オンライン・システムを使用しま

す。テーマに対する質疑応答の時間も設けま

す。 

シンガポール 

 

学校の日本文化クラブにて、オンライン日本語

会話レッスンを催し、日本への旅行や日本の友

達と会話ができる程度の基礎的な日本語をメ

ンバーに教えます。文法、語彙、役立つフレー

ズ、知っておくべき日本文化などを含むレッス

ンにします。 
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フィリピン 

 

 

 

「こんにちは日本！（オンラインプログラム）」 

 

在フィリピン日本大使館の情報文化センター

（JICC）と協力して「こんにちは日本！」とい

うオンラインプログラムを行います。これは在

フィリピン日本大使館の既存のプログラムで

すが、我が校で実施したいです。 

理由は日本文化と伝統のユニークな面に焦点

をあてて紹介し、日本文化と伝統への理解を深

めるためです。ケソン市国立科学高校の目標で

あるグローバル化、国際化に沿って生徒達が日

本で勉強する機会を促進するためでもありま

す。 

JENESYS 第 14 回アジア国際子ども映画祭参

加者であるグループの生徒たちが、2022年の 4

月中旬から下旬に、ケソン市国立科学高校の生

徒会のボランティアや顧問教師らと共に、わが

校の生徒と教師を対象に実施します。 

ブルネイ 

 

私たちブルネイグループは、5 月に学校で日本

について、面白い場所、文化、美味しい食べ物

やその他の発表をします。 

 

対象は学校の生徒です。 

 

友人達と日本と日本文化について調べてプレ

ゼンテーションします。 
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ベトナム 

 

同年代の高校生に日本文化について紹介しま

す。6 月に Zoomミーティングを開き、ベトド

ック高校の高校生向けに日本文化紹介のプレ

ゼンテーションを行います。本プログラムで学

んだことを紹介した後、意見交換会を行う予定

です。 

マレーシア 

 

「日本紹介」 

 

 実施理由：日本について学ぶことは多くあり

ます。日本には他国に無いものがあります。技

術的にも進んでいます。日本や日本特有のもの

について学ぶことにより、将来有益な技術の開

発を支援することにつながると思います。日本

では実験を通して新たな技術を開発します。こ

れらの技術は、農業、病院などの医療現場、他

の施設や設備などの革新につながります。 

 実施時期：2022年 6月 

 実施する者：私を含むグループメンバー 

 ターゲット：高校生 

 実施内容：日本のプログラム 

 実施方法：期日を決めて Zoomミーティング

を開催します。日本について豊富な知識を持つ

専門家を招待します。 
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東ティモール 

 

「映画製作のヒント」 

 

 実施理由：映画製作についてあまり良く知ら

ない人に映画製作のヒントを共有するため 

 ターゲット：友人 

 実施方法：Zoom 会議で皆に話そうと思いま

す。 

ラオス 

 

「日本料理の作り方紹介」 

 

 実施理由：日本の料理は地方によって特徴が

あり、味も美味しく、作り方も繊細だから 

 実施時期：3/21, 3/24, 3/26, 3/29, 3/31,4/2。 

 実施する者：自分 

 ターゲット：日本料理に興味を持つ人 

 実施内容：日本の料理の作り方 

 実施方法：SNSを通じて日本料理の作り方を

拡散するとともに興味を持っている人にもっ

と理解してもらうために、リンクを貼ります。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 

 


